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＜連絡事項＞
・昨日の地震による大きな被害はありませんが、引き続き余震や今後の災害発生に注意し　　
　て、病室内の身辺整理や病棟内の環境整備を強化していくこと。

＜患者様連絡事項＞
・各主治医に皮膚科処置が必要な患者様の処置継続指示を出して頂いている。

＜要注目患者様＞	
・高柳　和子様～他者の私物を収集する行動、介入に対して易怒的になることがある。										
・田端　香織様～作業療法中に「外出したい」、「先生の診察は14時からですよ
ね？」等、頻回に訴えている。
							
＜田名部Dr.診察情報＞
・泉川　ケイ子様～診察にてノートに主治医に確認したいことをまとめている。
後日左記に主治医からコメントを記載して頂くこととなった（添付ファイル参照）。服薬に関して、職員によって薬を変えられているような気がする、また季節に応じたTシャツ等を着ることで透けて見えるとの心配がありダウンジャケットを着ている状況がある。主治医より可能な限り周囲を信用して欲しいことを伝え、「どうかなぁ」と返答あり。

・高柳　和子様～診察にて排便コントロール不良と不眠、収集行為が目立って
いることを報告する。主治医より排便について確認されると、「出てない」と返答あり。その後も独語を繰り返している。まずは主治医より毎日ピコスルファートNa内用液を服用し、しっかりと排便コントロールをして経過をみるよう指示あり。

・田端　香織様～診察にて幻聴はないが、外出希望にてついて、「お腹が痛くて朝食を残しました。すみません」と何度も繰り返し話されている。流延にうまく対処しながら、日課に取り組むよう指導・助言あり。

・小山　優様～診察にて不調なく過ごしていると話す。先日の採血の結果にて甲状腺ホルモンの低下があり、来週から炭酸リチウムを600から400㎎へ減量することを説明されている。

・畑中　成夫様～診察にて目の痛みは治まったと話されている。その後再度診察室へ入り特定女性患者様（K.T様）に話し掛けた際に無視されたことを気にされている。話し掛けられることを望まない方もいることを説明され、了承されている。

・板橋　利美様～診察にて不調の訴えなし。臨時薬変更なく7日分処方の指示
あり。

・久保　興介様～診察にて、下痢症状が持続しているとのことでミヤBMは継続
することとなる。幻聴は持続しているようだが、上手く対処するよう指示あり。また退院に向けて青山荘の体験利用を頑張られるよう指導・助言あり、「あ、はい」と返答される。

・成田　富士子様～診察にて他患者様との交流の仕方に関する悩みを話されている。新たな指示はなし。

[bookmark: _GoBack]・川村　貴美代様～診察にて、作業療法にて行った塗り絵を見せている。また退院について、主治医に「いつぐらいになりますか？一ヶ月以内には退院できますかね？」と質問され自身の状況理解が追いついていない様子。まずは計画相談等の調整が必要であることを説明され了承されている。ケトプロフェンテープ４０ｍｇ　1P処方指示あり。

